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１．平成30年度「地域中核企業創出・支援事業」採択事業一覧 （抜粋）

「IoT ビジネス創出に向けた地域有望企 業群のビジネス・マッチング展開事業 」



２．事業概要

[IoT活用の累計] （ 「IoT等活用事例に基づくビジネスモデルの類型と中小ものづくり企業の課題」の例示分類）

 生産性向上 現場作業改善、工程管理、品質確保、事務作業効率化、

技能継承/脱属人化、経営改善

 新商品・サービスの創出 新商品創出、新サービス創出、その他付加価値創出

中小

ものづくり企業

３．「ＩｏＴ導入試験」 実施概要

１．目的

ものづくり企業に対するＩｏＴ実践による企業モデル化推進のための導入試験を行う。

本導入試験を通して得られる様々な課題解決に向けた対応を検証する。

２．実施概要

ＩｏＴ等の技術を導入し、製造ラインの稼働状況の見える化・改善に取り組もうとする企業に対し、

導入に向けた支援（ＩｏＴツールの貸与、必要な技術指導等）を実施する。

第一回セミナー（9月14日）後、導入試験の実施を希望する企業を募集・選定し、年度末頃に開催

予定の第二回セミナーで、導入の一連の流れ（導入の端緒から試験後の検証まで）を報告する。

本導入試験については、武蔵通産株式会社を中心に対応し、埼玉県産業振興公社の支援を受けて

実施する。

３．対象企業

本導入試験は、“ＩｏＴ活用”の新たなテクノロジーにチャレンジしようとする企業を対象に募る。

以下に、対象企業の「望ましい環境条件」を示す。

① 経営層が、ＩｏＴ導入試験に理解を示し、新しいテクノロジーを使った改善活動を奨励している。

② 改善活動を実践している、又は過去に実践したことがある。

③ 本導入試験を推進できるグループを社内で組織化できる。

④ ネック工程や稼働率改善を期待したい装置が社内にある。

⑤ 製造装置のメーカ等が、ＩｏＴ導入試験に理解を示し、かつ、協力的である。

⑥ メールやインターネット等、ネット上で指導を受ける環境が整っている。

⑦ 導入試験は基本的に屋内限定とし、温度や湿度等は人間の活動環境範囲とする。


